
第
七
十
一
號

第
七
巻

第
二
研

カ
ン
ト
に
於
σ
ろ
認
識
客
観
性
の
問
題
（
丞
剛
）岡

野
留
次
郎

幽IN
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認
識
の
質
料
に
興
す
る
大
壁
の
見
解
は
．
カ
ン
ト
の
先
験
的
雪
下
の
解
明
に
於
て
、
略
之
を
明
に

し
た
、
ざ
思
ふ
の
で
あ
る
が
、
こ
は
認
識
論
に
出
て
重
大
な
る
問
題
で
あ
っ
て
野
々
し
く
論
下
す
る

を
許
さ
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
今
少
し
く
精
密
に
思
索
の
歩
を
進
め
、
其
論
理
的
露
結
を
追
ひ
た

い
ご
思
ふ
。

　
認
識
の
質
料
自
誓
豊
9
或
は
素
材
へ
斡
。
騎
）
に
解
す
る
問
題
は
、
自
ら
威
麗
角
ヨ
℃
臣
邑
§
σ
q
）
及
び
内
容

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ

（岡

ｲ
ρ
ε
の
問
題
ご
結
付
き
、
カ
ン
ト
に
於
て
は
更
に
物
自
膿
の
問
題
ビ
密
接
に
連
固
し
進
ん
で
は

直
槻
ビ
悟
性
こ
の
粗
閥
問
題
に
迄
論
究
を
進
め
る
必
要
が
あ
ら
う
σ
，
併
し
此
最
後
の
薩
槻
悟
牲

　
　
　
　
カ
ン
｝
に
於
け
ろ
認
識
客
魏
盤
の
問
題
（
承
前
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
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二

相
閥
の
問
題
は
、
カ
ン
ト
に
於
け
る
認
識
客
観
性
確
立
の
第
三
の
而
し
て
最
絡
の
階
級
に
下
す
る

問
題
で
あ
る
か
ら
、
今
の
場
合
に
は
誉
れ
す
に
置
き
π
い
ビ
思
ふ
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ

．
重
て
認
識
の
質
料
の
問
題
、
從
っ
て
之
ご
驕
署
し
て
物
自
7
膿
の
問
題
が
如
何
に
重
要
で
あ
る
か

は
．
．
此
問
題
の
解
決
如
何
に
依
っ
て
種
々
の
哲
學
が
生
す
る
ご
云
ひ
得
る
に
徴
し
て
も
闘
で
あ
ら

う
。
此
意
味
に
於
て
、
カ
ン
ト
の
物
自
膿
は
暫
湿
土
に
於
け
る
永
遠
の
謎
で
あ
る
。
　
コ
ー
エ
ン
も

「
カ
ン
ト
経
験
理
説
」
に
於
て
一
）
器
こ
ご
σ
q
舞
訟
。
回
二
（
ε
簿
G
（
δ
三
軸
。
げ
踏
一
ω
舞
¢
巴
蒔
。
ヨ
。
貯
。
＞
信
δ
餌
ぴ
。
σ
q
の
勢
。
欝

≦
。
豪
勇
曽
二
輪
窪
】
）
2
ε
面
ヨ
「
臼
。
鵬
需
N
…
拶
首
δ
窪
。
ヨ
Φ
山
Φ
防
ぎ
玄
回
け
号
憎
図
簿
。
毒
9
芭
＾
機
置
押
ρ
屋
諺
口
畠
f
⊆
凪

〇
二
自
罵
。
プ
搾
α
導
①
き
鱒
一
臼
く
9
μ
㏄
2
9
0
p
》
昌
鶏
2
回
叶
律
笏
黛
①
｝
、
窯
δ
も
。
o
二
三
〇
ウ
げ
。
島
建
℃
び
巴
㏄
旺
。
ド
。
ぎ
。
く
○
嵩
良
。
箒

ζ
○
蚕
湊
窪
α
巽
壽
貯
。
一
同
く
韓
碧
5
津
㌦
旨
集
。
轡
。
ξ
o
く
9
＝
回
）
営
σ
q
讐
。
・
｛
o
プ
p
o
毒
窪
．
（
ω
》
監
。
・
．
㍉
。
。
い
）
・
ご
云
っ
て
居

る
。
又
ベ
ル
グ
ソ
ン
の
哲
學
が
威
畳
の
強
度
の
否
定
よ
り
初
ま
）
純
粋
持
績
の
概
念
に
導
か
れ
、

コ
ー
エ
ン
の
哲
學
が
、
戚
豊
の
強
度
の
概
念
か
ら
導
か
れ
て
窪
論
藁
。
。
・
ぎ
重
。
胃
。
島
闘
峠
鋒
に
依
っ
て
戚

畳
の
要
求
を
審
。
。
¢
答
亀
α
巽
～
＜
笠
島
一
睡
同
（
。
搾
に
於
て
根
底
赫
け
ん
ご
し
、
更
に
又
此
微
分
實
在
の
概
念

よ
う
進
ん
で
根
源
（
C
話
℃
厭
窪
α
q
）
の
思
想
に
到
達
し
た
も
の
こ
見
る
時
は
、
戚
畳
從
っ
て
質
料
に
關
す

る
考
察
が
、
如
何
に
認
識
論
上
、
從
っ
て
又
雪
下
上
、
重
大
な
る
か
や
想
像
し
得
ら
る
、
o
　
さ
れ
ば
之

等
の
問
題
を
根
本
的
に
解
決
す
る
こ
ご
は
極
め
て
困
難
な
こ
ご
で
、
該
博
な
る
研
究
ε
、
深
き
思
索
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ご
に
倹
だ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
之
を
猫
立
の
問
題
ビ
し
て
討
究
す
る
の
寧
ろ
當
然
な
る
を
戚
す

る
の
で
あ
る
が
、
カ
ン
ト
認
識
論
の
研
究
に
於
て
、
什
う
し
て
も
避
く
る
こ
ε
の
五
二
な
い
問
題
で

あ
る
が
故
に
こ
～
に
粗
策
な
が
ら
論
究
の
歩
を
進
め
て
見
た
い
ビ
思
ふ
。

　
先
験
霊
台
論
の
賛
す
る
限
り
に
於
て
は
、
カ
ン
ト
は
明
に
認
識
の
質
料
ご
形
式
ビ
を
峻
別
む
、
戚

畳
畳
質
料
ご
考
へ
、
時
室
を
以
て
直
槻
形
式
ビ
な
し
、
雨
者
の
結
合
に
依
っ
て
経
験
的
直
槻
が
成
立

す
る
ご
思
惟
し
だ
も
の
こ
見
る
の
が
云
ふ
迄
も
な
く
忠
急
な
解
決
で
あ
ら
う
。
此
経
験
的
液
掘

に
封
即
し
た
も
の
が
舞
ぴ
⑦
。
・
け
ぎ
旨
紳
甦
Ω
。
σ
q
。
一
曇
餌
民
ε
し
て
の
現
象
で
あ
っ
て
、
云
は
や
現
象
は
．
．
験
的

直
観
の
客
観
的
の
見
方
ご
云
っ
て
差
支
は
め
る
ま
い
○
そ
れ
で
カ
ン
ト
は
叉
戚
畳
ご
質
料
ご
を

麗
別
し
て
、
現
象
に
於
て
戚
畳
に
癒
す
る
も
の
を
質
料
ご
考
へ
て
居
る
場
合
も
あ
る
が
（
ぎ
ロ
象
彰

鷲
9
営
琵
σ
q
琴
葦
。
幽
〇
一
H
号
9
ノ
毒
ω
自
興
国
ヨ
℃
欝
ズ
一
§
の
8
雛
。
。
。
℃
9
ρ
臼
0
3
鼠
。
竃
騨
叶
。
ユ
Φ
α
o
讐
色
σ
2
人
溶
解
・
戦
暫
く
・
ω
．
も
）

同
）
◎
畠
ぴ
Φ
叶
浮
島
（
酬
閲
霧
8
＜
象
欝
O
④
窪
恥
鷲
㎞
o
目
窪
N
島
。
冨
器
昌
巳
。
窪
旺
。
ン
融
雪
。
篇
Φ
9
ω
国
富
。
竃
貯
幻
M
而
博
9
い
魯
9
＃
、
器

ヨ
笹
鴨
国
ヨ
℃
臨
月
臼
言
α
q
囲
。
。
♂
α
窪
β
（
嵩
。
ω
o
ヨ
。
・
o
客
鳥
閉
め
ヨ
℃
戴
も
。
9
δ
p
ρ
蕊
v
ω
9
己
2
置
銭
舞
＆
o
閏
。
長
日
紆
話
氏
σ
o
ρ
菊
9
葺
認

戸
二
氏
浮
ぎ
汐
9
ω
・
9
）
そ
は
見
方
の
相
違
で
あ
っ
て
結
局
一
に
蹄
す
べ
き
も
の
ご
考
へ
て
居
た
こ

云
は
ね
ば
な
ら
訟
。
（
多
鍔
ヨ
葦
巳
N
簿
。
・
一
一
凪
簿
盗
琴
団
・
§
号
巴
ω
昏
窪
（
α
醇
匿
毯
言
二
償
護
ご
H
謬
団
h
…
二

臼
ヨ
σ
q
ぎ
。
ひ
二
丁
窺
。
鷺
跨
冨
・
穴
・
9
さ
く
・
…
α
ひ
）
。
そ
し
て
此
認
識
の
質
料
ご
し
て
の
蔵
書
は
認
謙
を
．

　
　
　
　
カ
ン
ト
に
於
け
る
認
識
客
槻
蛙
の
問
題
（
承
前
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
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四

し
て
後
天
的
た
ら
し
む
る
も
の
で
、
時
塞
の
法
馬
形
式
の
み
が
先
天
的
に
可
能
で
あ
り
、
三
っ
て
こ

れ
を
純
粋
論
叢
ご
呼
ぶ
。
然
る
に
現
象
が
成
立
つ
爲
に
は
、
先
づ
謡
言
が
輿
へ
ら
れ
、
時
塞
の
形
式

が
こ
れ
に
加
は
ら
な
け
れ
ば
な
ら
澱
。
　
時
流
の
形
式
は
、
併
し
、
低
減
か
ら
生
じ
て
來
た
も
の
で
な

い
が
故
に
、
其
先
天
性
は
鍛
損
せ
ら
れ
な
い
ご
考
へ
ら
れ
る
。
研
で
、
認
識
が
成
立
つ
た
め
に
、
猛
ハ
質

料
こ
し
て
戚
畳
が
外
界
か
ら
輿
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
漁
こ
す
れ
ば
、
そ
し
て
、
こ
れ
を
侯
た
な
け
れ
ば

時
塞
の
形
式
は
現
象
構
成
に
カ
を
揮
ひ
得
な
い
こ
す
れ
ば
、
無
慮
は
又
認
謙
成
立
の
必
須
條
件
こ

し
て
、
何
等
か
の
要
求
を
許
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
ご
云
ひ
得
る
Q
之
は
既
に
述
べ
た
襟
に
明
に
カ

ン
ト
認
識
論
の
徳
義
な
黙
ご
し
て
，
叉
素
朴
的
分
子
ご
し
て
排
斥
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
ε
は

誰
も
知
る
所
で
あ
る
。
抽
之
．
カ
ン
ト
に
は
明
に
戚
畳
の
鰯
登
因
こ
し
て
外
界
に
存
在
せ
る
物
自

慰
を
想
定
し
た
こ
考
へ
し
む
る
多
く
の
讃
左
が
あ
る
。
尤
も
カ
ン
ト
は
只
漠
然
ご
饗
照
（
O
①
び
q
o
亭

も。

ｯ晦

ﾇ
（
醐
。
・
0
9
0
9
①
ぎ
。
）
が
我
或
は
蔓
性
を
鰯
脚
歯
す
る
（
曽
鴇
一
N
一
〇
一
、
○
昌
O
α
●
一
，
鈴
げ
”
・
O
嵩
）
ご
云
っ
て
居
る
場
合
が
多

い
の
で
あ
る
が
（
内
・
〔
劉
さ
く
・
凱
・
い
華
O
轟
津
娼
邑
』
．
α
o
F
。
。
二
く
・
）
明
確
に
物
自
膿
の
鰯
登
を
語
っ
て
居
る

箇
所
も
な
い
で
は
な
い
。
（
臼
。
〉
身
動
。
肖
三
。
。
2
。
ω
凶
【
三
〇
く
o
p
集
乳
。
ヨ
戸
飼
昌
象
舞
暮
睾
H
書
く
⇔
乙
・
〔
自
讐
。
冨

！
く
の
厭
9
♪
一
牢
。
ゲ
ω
・
O
α
勘
3
ρ
F
ω
・
♂
く
・
）
し
か
も
が
や
う
な
物
自
髄
が
、
不
可
認
識
で
は
あ
る
が
質
料
の

鰯
獲
因
こ
し
て
、
青
玉
的
の
も
の
虻
｝
考
へ
て
居
た
か
の
如
き
口
吻
す
ち
見
ら
れ
な
い
で
は
な
い
Q
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（
牢
鼻
。
。
・
隻
）
。
併
し
乍
ら
、
斯
標
な
意
味
の
物
自
盤
を
外
界
に
立
す
る
芝
は
勿
論
の
こ
ご
、
こ
れ
を

以
て
認
識
の
質
料
た
る
裁
　
堂
の
原
因
ご
考
へ
る
が
如
き
は
、
明
に
個
人
心
理
學
的
見
地
ご
認
識
論

的
見
地
こ
の
混
濡
じ
あ
り
、
許
す
べ
か
ら
ざ
る
こ
ご
は
云
ふ
迄
も
な
い
。
若
し
か
く
の
如
き
意
味

に
於
て
輿
へ
ら
れ
た
る
戚
畳
を
ば
．
認
識
成
立
の
必
須
條
件
こ
し
て
、
時
塞
並
に
範
疇
ご
共
に
、
先
天

的
要
素
こ
し
て
数
へ
土
る
こ
す
れ
ば
、
こ
れ
ゆ
に
論
理
的
矛
盾
で
あ
り
、
且
又
カ
ン
ト
哲
學
の
大
な

る
誤
解
で
あ
る
ご
言
は
ね
ば
な
る
ま
い
。
　
一
膿
個
々
切
れ
切
れ
の
戚
畳
的
印
象
が
結
合
し
て
表

象
を
作
り
、
更
に
複
雑
に
結
合
し
て
認
識
作
用
の
如
き
高
等
な
る
精
淋
作
用
を
生
す
る
ご
見
る
が

如
き
は
、
明
に
心
理
圭
義
的
見
地
で
あ
っ
て
、
認
識
の
問
題
の
本
質
を
逸
し
た
も
の
で
あ
る
。
カ
ン

ト
の
膀
謂
時
間
上
よ
り
云
へ
ば
箆
窪
N
。
禅
墨
。
ご
如
何
な
る
認
識
も
経
験
に
先
ん
ず
る
こ
ご
な
く

延
べ
て
経
験
か
ら
初
ま
る
ご
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
に
し
て
も
、
儂
値
的
順
序
か
ら
言
っ
て
、
経
験
が

先
に
假
定
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
澱
ご
云
ふ
こ
ご
は
な
い
Q
即
戚
畳
か
ら
出
襲
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

ご
は
云
へ
な
い
の
で
あ
る
Q
（
回
く
・
〔
州
「
・
＜
・
ω
．
α
禽
）
。
即
我
々
の
経
験
認
識
魯
薮
ξ
毒
號
2
同
§
巨
蕊
も
。
）
は

印
象
を
通
じ
て
受
取
る
所
の
も
の
（
舞
瀞
づ
、
釜
ノ
く
…
「
α
母
。
プ
鵠
昇
等
一
置
δ
窪
も
貯
薦
舞
）
ご
、
我
々
固
有
の
認
識

能
力
が
、
此
威
性
的
印
象
に
よ
っ
て
喚
起
さ
れ
、
身
自
ら
の
中
か
ら
薄
し
輿
ふ
る
も
の
（
号
。
・
》
護
。
。
§
ω
興

。
蔭
拓
ω
同
鼻
宣
旨
首
く
窪
ま
σ
q
。
p
（
（
ξ
己
μ
ω
ε
忌
9
0
白
星
蝕
。
一
お
甑
。
ω
。
。
く
。
「
震
】
器
8
9
戸
統
ω
己
μ
。
・
o
回
σ
鴇
9
薦
庁
一
）
ε

　
　
　
　
カ
ン
ト
に
於
け
る
勲
…
黙
…
｛
各
灘
随
性
の
問
題
（
承
前
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
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山
ハ

の
結
合
せ
る
も
の
こ
考
へ
得
る
。
此
根
本
素
材
（
O
「
ρ
P
畠
ω
仲
O
映
）
ご
皇
別
せ
ら
れ
だ
附
加
物
（
N
蕊
霧
N
）

こ
そ
は
、
カ
ン
ト
が
質
料
ご
醤
立
せ
し
め
た
形
式
で
あ
り
、
経
験
的
（
審
。
。
目
ヨ
や
窪
ω
。
冨
）
を
作
る
所
の
威

望
ビ
し
て
の
質
料
を
含
ま
な
い
が
故
に
、
後
天
的
で
な
く
し
て
先
天
的
で
あ
る
ε
考
へ
ら
れ
る
。

併
し
、
此
形
式
の
加
は
ら
な
い
所
の
素
材
ご
考
へ
ら
れ
た
戚
畳
が
、
薩
槻
形
式
を
逓
じ
て
輿
へ
ら
れ

ね
ば
な
ら
ぬ
ご
云
ふ
こ
ε
が
、
認
識
成
立
の
必
須
の
條
件
で
あ
る
こ
す
る
な
ら
ば
一
そ
し
て
こ
れ

は
什
う
し
て
も
許
さ
ね
ば
な
ら
な
い
ご
思
は
れ
る
一
認
識
の
先
天
性
は
爲
に
脅
か
さ
れ
は
し
ま

い
か
。
「
概
念
の
な
い
直
槻
は
盲
目
で
あ
る
が
、
内
容
の
な
い
思
想
は
塞
虚
で
あ
る
扁
が
故
に
何
等
か

の
意
昧
に
於
て
内
容
は
許
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
Q
軍
な
る
論
理
的
形
式
か
ら
、
個
々
の
科
學

が
取
扱
っ
て
居
る
や
う
な
賢
母
の
認
識
が
什
う
し
て
根
底
付
け
ら
れ
や
う
。
事
實
こ
か
現
實
在

こ
か
平
筆
ご
か
は
、
個
々
の
科
學
に
取
っ
て
動
か
す
こ
ご
の
出
凍
な
い
鵠
駿
黙
で
あ
り
、
之
を
離
れ

て
は
認
識
は
塞
虚
な
る
概
念
に
過
ぎ
な
い
。
夫
に
も
拘
ら
す
経
験
的
を
作
る
所
の
威
畳
が
認
識

成
立
の
條
件
ε
し
て
許
す
こ
ご
は
、
認
識
の
先
天
性
を
鍛
損
す
る
ご
考
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

此
矛
盾
は
什
う
解
決
す
べ
き
で
あ
ら
う
か
。



七

　
　
　
剛
膿
カ
ン
ト
は
、
質
料
を
直
に
戚
畳
ご
考
へ
、
形
式
を
有
し
な
い
根
本
素
材
こ
な
し
．
同
時
に
之
を

　
内
容
ご
思
惟
し
だ
の
で
あ
る
が
之
等
の
考
方
の
中
に
未
だ
不
充
分
な
黙
が
あ
り
は
し
な
い
か
。

　
カ
ン
ト
の
戚
畳
が
全
然
形
式
の
加
は
ら
な
い
質
料
を
表
示
す
る
こ
す
れ
ば
、
そ
し
て
そ
れ
が
経
験

　
的
を
作
る
戚
畳
的
印
象
を
意
味
す
る
こ
す
れ
ば
、
そ
は
固
よ
り
先
天
酌
要
素
ご
し
て
認
識
成
立
の

　
條
件
こ
す
る
こ
ご
は
繊
來
な
い
。
夫
に
も
拘
ら
す
何
等
か
の
意
味
で
認
識
の
内
容
を
考
へ
ね
ば

　
な
ら
訟
ビ
す
れ
ば
、
カ
ン
ト
の
直
黒
に
潜
む
問
題
を
見
出
し
て
、
更
に
精
密
に
考
察
し
な
け
れ
ば
な

　
．
ら
ぬ
Q
リ
ッ
ケ
ル
ト
が
言
ふ
襟
に
（
剛
器
ノ
ン
、
巴
】
お
ρ
b
O
ヨ
鑓
①
一
6
が
一
般
に
認
識
ε
し
て
論
理
的
意
味
を

　
持
つ
が
爲
に
は
ユ
霧
二
巴
ノ
〈
巴
ζ
O
・
⇔
O
B
日
。
ま
ご
考
へ
ら
れ
る
こ
も
云
ひ
得
や
う
。
　
似
霧
O
c
鴬
。
σ
①
μ
掃
ご

　
か
伽
器
！
ぐ
鉱
ζ
σ
q
Φ
鐸
○
ヨ
ヨ
窪
。
こ
か
が
匹
p
ω
州
賓
≦
巴
罵
O
。
昌
9
μ
ρ
9
Φ
席
ご
考
へ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な

　
ら
ば
、
其
根
底
に
は
、
云
ふ
迄
も
な
く
當
爲
を
許
さ
ね
ば
な
る
ま
い
。
　
（
○
。
σ
Q
・
・
H
器
乙
a
国
葺
Φ
昌
・
益
・
・

　
ω
》
亀
・
・
。
．
ω
N
。
。
映
）
。
併
し
か
く
考
へ
ら
れ
た
質
料
ε
は
要
す
る
に
形
式
で
は
な
い
か
。
更
に
か
、

　
る
「
知
蝿
さ
れ
た
も
の
」
か
ら
「
直
接
與
へ
ら
れ
た
知
畳
」
（
旺
。
榎
早
算
色
ぴ
㌶
σ
q
轟
。
σ
窪
2
爆
撃
＝
μ
。
げ
ヨ
臼
薦
）
を

　
聖
別
し
得
る
ε
も
云
へ
や
う
。
併
し
如
何
に
言
葉
を
以
て
飾
ら
う
こ
も
、
既
に
或
言
葉
を
以
て
云

鵬　
　
　
　
　
カ
ン
ト
に
㎜
於
け
〉
る
勤
隙
識
客
魏
牲
の
閤
㍊
題
（
承
前
）
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
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ひ
現
は
す
限
り
一
般
的
の
も
の
で
あ
る
，
眞
に
知
畳
せ
ら
れ
た
だ
け
の
内
容
其
者
は
何
等
の
意
味

に
於
て
も
一
般
的
で
な
く
、
眞
に
　
ご
蝕
≦
曾
亀
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
Q
　
こ
れ
を
鹸
円
し
「
赤
」
ご
云
ひ
現

は
し
て
も
既
に
一
般
的
な
形
で
云
ひ
現
は
さ
れ
て
居
る
。
　
豊
門
此
」
ご
云
ふ
言
葉
「
個
々
ト
ご
云
ふ
雷
葉

さ
へ
考
へ
得
べ
き
最
大
の
一
般
．
性
を
有
す
る
こ
も
云
ひ
得
る
で
あ
ら
う
。
か
く
考
へ
て
來
れ
ば

「
知
畳
さ
れ
た
も
の
」
ざ
云
っ
て
も
、
「
戚
畳
」
ご
云
っ
て
も
、
劔
て
は
・
此
青
し
「
文
鳥
」
ご
底
ひ
現
は
し
て
も
、
凡
べ

て
形
式
を
假
定
す
る
ご
云
は
ね
ば
な
ら
露
。
否
「
内
容
」
ご
云
ふ
言
葉
が
既
に
形
式
を
含
む
ε
云
は

ね
ば
な
ら
な
い
。
　
故
に
論
理
的
に
云
っ
て
、
内
容
を
許
し
得
る
こ
す
れ
ば
、
そ
れ
は
剛
δ
諺
μ
氏
2
一
島
p
三
㌘

。
野
津
ε
し
て
や
あ
る
、
或
は
圃
δ
三
μ
儀
窪
O
①
σ
q
。
σ
。
魯
鳩
目
こ
し
て
“
あ
る
」
然
ら
ば
、
何
等
の
意
味
に
於

て
も
形
式
を
有
し
な
い
内
容
或
は
質
料
或
は
素
材
は
、
こ
れ
を
如
何
に
考
ふ
べ
き
か
。
　
紆
二
）
訂
ω
o

｛
三
助
砕
或
は
H
三
乾
σ
繕
。
・
量
乏
房
ビ
も
云
ふ
べ
き
も
の
は
，
こ
れ
を
如
何
に
考
ふ
べ
き
か
。
こ
は
リ
ッ

ケ
ル
ト
に
取
っ
て
（
㌶
ω
δ
σ
q
♂
o
プ
冒
出
撃
お
陶
昏
。
戸
5
繕
¢
舜
蕊
。
。
9
・
ぴ
Q
げ
勉
臣
で
あ
る
Q
じ
。
「
隔
㍍
Φ
げ
兜
勺
同
三
μ
岸
蓉
山
塁

Z
斜
鼻
〇
三
霧
。
（
O
o
σ
q
Φ
p
ω
仲
瀞
鼠
（
げ
鴨
団
無
窪
単
一
物
・
ω
磐
h
H
・
ω
・
∫
鴇
ピ
。
の
。
の
野
津
寮
属
。
津
囲
・
O
蕊
淘
闘
ま
”
島
。
臼
乞
邑
仲

毒
貸
浄
蓼
彰
。
。
・
ω
ω
）
邸
ソ
ッ
ヶ
ル
ト
は
カ
ン
ト
の
戚
壁
の
中
に
爾
問
題
を
見
出
し
て
、
其
中
に
「
所
關

性
或
は
夏
風
性
の
形
式
に
這
入
っ
た
内
容
」
（
ぎ
ぎ
犀
貯
自
。
戦
書
9
諺
〔
げ
鴨
O
①
σ
q
o
ヴ
①
5
囲
｝
。
詫
。
山
嶺
8
暮
ω
ぎ
鑓
8
一
》

ぎ
ε
を
見
出
し
た
。
ソ
ヅ
ケ
ル
ト
自
も
云
っ
て
居
る
や
う
に
、
彼
は
カ
ン
ト
が
長
し
た
よ
り
一
段



1・鍛

深
く
下
り
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
カ
ン
ト
が
全
然
無
形
式
ご
見
た
質
料
は
審
。
。
¢
塁
霧
舞
σ
q
9
お
と

し
て
認
識
の
領
域
以
外
に
排
除
せ
ら
れ
る
ご
共
に
、
内
容
こ
し
て
の
戴
畳
の
要
求
は
所
輿
の
範
疇

に
依
っ
て
其
先
天
性
の
根
襟
を
獲
得
し
π
の
で
あ
る
。

　
併
し
翻
っ
て
考
へ
る
に
、
如
何
に
不
可
言
的
こ
し
て
も
、
又
如
何
に
絶
蜀
的
の
非
合
理
性
ざ
し
て

も
、
こ
れ
を
形
式
に
内
容
性
を
輿
へ
る
も
の
こ
し
て
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
澱
こ
す
れ
ば
一
そ
し
て

カ
ン
ト
の
場
合
ε
同
じ
く
こ
れ
は
戦
う
し
て
も
許
さ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
思
は
れ
る
一
か
く

の
如
き
内
容
の
内
容
が
、
形
式
に
欲
し
て
爲
す
所
の
或
要
求
を
全
然
拒
否
し
去
る
こ
ご
は
可
能
で

あ
ら
う
か
。
或
は
慧
う
も
考
へ
ら
れ
よ
う
。
認
識
論
の
關
係
す
る
所
は
総
じ
て
轟
々
の
具
膿
酌

所
輿
の
存
在
の
仕
方
に
關
議
す
る
の
で
あ
っ
て
、
個
々
の
底
面
の
内
容
的
規
定
に
鯛
係
す
る
の
で

は
な
い
。
「
此
青
が
輿
へ
ら
れ
る
」
ご
云
っ
て
も
「
此
赤
が
輿
へ
ら
れ
る
」
ビ
云
っ
て
も
、
其
内
容
は
異
な

る
で
あ
ら
う
が
、
其
形
式
か
ら
云
へ
ば
共
通
で
あ
る
。
か
や
う
な
一
般
的
な
内
容
性
の
形
式
を
論

ず
る
の
が
認
識
論
の
關
威
す
る
所
で
あ
っ
て
、
場
合
場
合
に
依
っ
て
異
る
所
の
内
容
、
卸
此
青
が
彼

赤
か
ら
薩
画
せ
ら
れ
，
或
は
此
青
が
彼
赤
か
ら
旺
撮
せ
ら
れ
る
駈
以
の
内
容
的
關
係
は
個
々
の
科

學
の
關
心
す
る
所
で
あ
る
こ
も
考
へ
ら
れ
や
う
。
（
Ω
。
σ
q
①
瞬
睦
磐
P
。
。
・
ω
＼
ω
。
併
し
「
此
青
が
興
へ
ら
れ

る
」
ご
云
ふ
こ
ご
「
彼
赤
が
輿
へ
ら
れ
る
」
ご
云
ふ
こ
ご
、
が
、
内
容
的
に
見
て
互
に
異
る
こ
し
て
も
、
其

　
　
　
　
カ
ン
ト
に
於
け
る
認
識
客
槻
性
の
澗
題
（
承
前
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
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「
○

内
容
，
が
直
に
此
青
彼
赤
ご
呼
ば
れ
、
し
か
も
こ
れ
が
舞
合
理
性
ε
し
て
思
惟
の
限
界
に
属
す
る
ご

云
ふ
こ
ご
が
什
う
し
て
云
ひ
得
る
で
あ
ら
う
か
。
　
（
9
・
即
・
○
）
。
　
個
々
の
科
學
が
取
扱
は
ん
ご
し

て
居
る
の
は
、
毒
断
の
内
容
的
方
面
で
あ
る
ご
云
ひ
得
る
に
し
て
も
、
内
容
其
者
の
み
を
取
扱
ふ
ご

は
云
は
れ
ま
い
、
既
に
此
青
を
彼
赤
か
ら
匿
期
し
或
は
他
の
膏
か
ら
囁
罰
す
る
こ
こ
ろ
に
、
否
更

に
進
ん
で
云
へ
ば
、
此
青
こ
し
て
定
立
す
る
燐
に
既
に
内
容
の
み
を
見
て
み
な
い
ご
云
ひ
得
る
で

は
な
か
ら
う
か
。
母
ω
≦
p
冨
σ
q
φ
き
ヨ
勇
魯
①
が
ユ
器
凌
コ
奉
ぼ
○
窪
。
ヨ
⇔
器
濤
ご
し
て
意
義
あ
り
ご
見
る
な

ら
ば
、
血
三
皇
艶
は
隻
○
ω
息
差
出
p
煽
ノ
く
島
お
。
蓉
蒙
5
窪
①
ご
し
て
意
義
あ
り
ご
見
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

既
に
「
青
」
こ
か
「
此
青
」
こ
か
呼
ぶ
所
に
形
式
の
附
加
を
化
す
る
邑
は
ソ
ッ
ケ
ル
｝
蜜
身
も
許
し
て
居

　
　
　
　
　
　
　
　
き

る
で
は
な
い
か
。
之
を
要
す
る
に
葛
藤
的
に
非
合
理
性
ご
駈
け
得
べ
き
も
の
は
「
此
青
」
ご
か
「
彼
赤
」

ご
か
名
け
得
べ
き
、
或
は
か
、
る
名
繕
に
よ
り
て
意
味
し
得
べ
き
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
て
も
な

ら
な
い
。
主
筆
に
「
不
可
言
虚
し
「
先
概
念
的
」
が
最
も
適
職
な
云
ひ
現
は
し
方
で
あ
ら
う
。
か
や
う
に

不
可
言
的
で
あ
る
に
拘
ら
す
こ
れ
を
「
此
丈
」
ご
か
「
此
赤
」
こ
か
を
以
て
現
は
さ
ん
ご
し
、
或
．
は
眞
に
個

々
的
の
も
の
こ
し
て
考
へ
ね
ば
な
ら
な
い
ご
云
ふ
の
は
抑
々
如
何
な
る
理
由
に
基
く
の
で
あ
ら

う
か
。



八

M3

　
併
し
国
勢
う
も
考
へ
ら
れ
よ
う
。
赤
が
青
か
ら
画
図
せ
ら
れ
る
こ
す
る
な
ら
ば
赤
が
赤
で
あ

っ
て
青
で
な
い
駈
の
或
者
が
あ
．
る
。
　
こ
れ
を
赤
ビ
云
へ
ば
既
に
】
般
的
で
あ
ら
う
が
、
か
、
る
言

表
に
よ
っ
て
青
ざ
異
ら
し
む
る
暗
者
は
、
即
其
の
内
容
で
は
な
い
で
あ
ら
う
か
。
云
ひ
換
へ
れ
ば

此
瞬
間
彼
瞬
間
に
猫
一
の
具
膿
留
縫
験
ビ
し
て
膿
験
さ
れ
だ
此
赤
螺
青
こ
そ
は
帥
興
の
内
容
で

は
な
い
か
。
併
し
此
瞬
間
彼
瞬
間
の
具
膿
的
の
赤
、
青
の
膿
験
ご
は
抽
々
何
で
あ
る
か
。

　
怨
う
考
へ
て
賜
る
ご
認
識
の
問
題
に
非
常
な
危
機
が
迫
っ
て
居
る
の
に
氣
付
か
れ
や
う
。
そ

れ
は
心
理
的
ご
し
て
の
戚
畳
が
瞬
間
的
の
具
膿
賢
明
験
ご
云
ふ
名
山
の
下
に
窃
に
認
識
の
質
料

た
ら
む
ご
す
る
不
学
な
る
謀
反
が
企
て
ら
れ
つ
、
あ
る
を
知
る
か
ら
で
あ
る
。
既
に
瞬
問
的
・
ご

云
ふ
言
葉
が
斯
様
な
危
瞼
性
を
有
力
．
に
物
語
っ
て
居
る
。
帥
心
理
現
象
こ
し
て
考
へ
ら
れ
た
戚

畳
が
認
識
の
質
料
ε
し
て
考
へ
る
ご
云
ふ
謬
見
が
何
蒔
の
間
に
か
紛
れ
込
ん
で
居
る
の
で
あ
る
。

之
は
果
し
て
許
さ
る
べ
き
で
あ
ら
う
か
。
精
紳
物
理
的
主
観
が
外
界
の
刺
戟
に
依
っ
て
鯛
螢
せ

ら
れ
た
威
畳
内
容
が
如
何
に
具
禮
的
で
あ
る
ご
は
言
へ
、
認
識
の
内
容
の
内
容
こ
し
て
の
眞
の
個

々
i
個
々
ε
云
ひ
現
は
す
こ
ご
さ
へ
爵
來
な
い
個
々
一
要
す
る
に
不
可
言
的
こ
し
て
の
質
料
を

　
　
　
　
カ
ン
下
に
」
於
け
る
認
齢
誠
客
一
躍
牲
の
問
敷
（
承
葡
…
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
一
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型
昧
し
得
る
で
あ
ら
う
か
。
か
や
う
な
心
理
學
的
戚
畳
内
容
を
先
天
酌
條
骨
ビ
し
て
数
へ
上
る

こ
ご
は
圃
よ
り
不
可
で
あ
ら
う
。
併
し
共
不
可
な
る
所
以
が
同
時
に
か
、
ぐ
の
如
き
も
の
は
形
式

を
侯
た
な
い
で
は
意
昧
の
な
い
も
の
で
あ
り
、
從
っ
て
眞
に
不
可
言
的
こ
し
て
現
は
す
べ
き
當
の

も
の
で
な
い
謹
慷
で
は
な
い
か
Q
　
夫
に
も
拘
ら
す
、
併
し
、
プ
ラ
ト
ー
が
威
畳
の
誘
褒
（
＜
銭
⇔
三
霧
ω
§
鷺

を
説
き
、
カ
ン
ト
が
質
料
こ
し
て
戚
畳
を
写
し
た
、
思
惟
動
機
は
念
望
に
あ
る
の
で
あ
ら
う
。
換
言

す
れ
ば
何
等
か
の
意
味
に
於
て
且
畑
野
的
個
々
の
心
理
的
内
容
こ
し
て
の
戚
蜷
が
何
故
に
認
識
の

質
料
た
ら
む
ε
す
る
要
求
を
含
蓄
す
る
の
で
あ
ら
う
か
。

　
謙
っ
て
考
へ
る
に
心
理
學
で
云
っ
て
居
る
や
う
な
戚
畳
は
、
外
界
の
刺
戟
の
凡
て
に
謝
癒
し
て

存
在
す
る
ご
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
菰
野
の
及
び
得
な
い
範
園
に
薦
す
る
客
槻
的
の
刺
戟
は
存
在

し
な
い
ご
云
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
か
。
之
固
よ
り
不
合
理
の
こ
ご
で
あ
る
。
此
簡
輩
な
る
一
事
を

見
て
も
、
心
理
的
域
畳
内
容
が
認
識
成
立
の
一
必
須
條
件
こ
し
て
許
し
得
な
い
事
は
最
も
明
な
こ

ご
で
あ
る
。
．
況
ん
や
か
、
る
意
．
昧
の
威
畳
内
容
よ
り
出
窪
し
．
之
を
根
本
豫
想
ビ
す
る
有
ゆ
る
種

類
の
戚
平
更
は
其
根
底
を
奪
は
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
　
併
し
、
そ
れ
に
も
拘
ら
す
爾
何
等
か
の
意
昧

を
保
有
す
る
ゼ
す
れ
ば
そ
れ
は
現
實
的
乱
霧
ノ
く
三
急
9
e
）
に
謝
す
る
指
標
（
國
民
。
邑
ビ
し
て
い
あ
る
こ

も
考
へ
ら
れ
や
う
。
か
、
る
解
繹
を
施
し
た
の
が
郎
コ
ー
エ
ン
で
あ
る
。
U
δ
翻
ヨ
覧
げ
軌
§
σ
q
一
．
仲



11．一，

巳
6
音
量
ω
タ
、
巳
《
罵
9
ρ
筈
Φ
門
。
団
体
屡
闘
（
δ
z
〔
げ
匂
・
を
三
島
9
2
目
”
≡
三
三
〇
ぎ
巳
8
ω
畠
。
胃
訂
暮
。
の
叶
ρ
ω
8
号
諺
鑓
μ
9
N
＝
桟

》
蕊
℃
毎
。
プ
び
〇
三
陣
門
。
幽
困
鋤
酬
旨
日
訂
。
誉
ユ
窪
頴
薮
酵
¢
囲
μ
む
q
」
ω
霧
P
。
・
・
膿
ひ
）
帥
戚
昼
は
現
實
在
を
指
示
し
、
其
根

底
赫
け
を
要
求
し
、
所
労
の
嗣
子
ル
ギ
ー
を
告
知
す
る
。
鰯
心
す
る
ご
考
へ
ら
れ
る
所
の
外
界
の

事
物
の
現
實
在
性
の
標
識
で
あ
る
、
か
、
る
戚
錐
の
要
求
は
、
假
命
不
當
で
は
な
い
に
し
て
も
、
其

要
求
は
途
に
要
求
で
あ
っ
て
ピ
畠
誓
茜
は
な
し
得
な
い
。
加
之
之
は
途
に
要
求
に
止
ま
り
指
標

に
止
ま
る
が
故
に
、
「
現
實
的
輪
が
持
て
る
有
ゆ
る
内
容
を
悉
く
告
知
す
る
こ
ご
は
出
女
な
い
ら
、
　
！
≧
冒

｝
養
σ
2
＄
①
；
δ
篶
7
’
＜
δ
舞
o
H
ヨ
も
．
ぎ
費
駒
宮
号
両
目
㌶
血
窪
一
三
麺
ぎ
窪
贈
号
p
ω
圃
①
げ
Φ
N
o
σ
q
2
二
叉
㎏
三
9
g
一
費
ご
巴

く
。
豪
響
益
凶
撃
≦
o
畠
興
（
｝
＝
餌
窪
㌶
凶
く
き
。
プ
（
マ
ニ
μ
馨
p
臨
く
p
・
蕊
7
崇
瑛
巴
μ
N
自
諺
⑦
冠
Φ
白
く
。
「
讐
①
槻
・
d
囲
。
判
型
℃
魯
邑
∈
漏
も
。
鐘
ヨ
ヨ
色
詳

二
話
づ
。
邑
（
o
鵠
①
着
け
2
の
9
9
津
匹
栃
ぐ
『
0
3
U
剛
。
同
日
諺
只
管
臼
5
σ
q
σ
o
N
虫
9
一
器
仲
○
貯
。
昌
（
貯
巳
島
〇
一
冒
じ
冠
讐
茜
…
乏
。
客
譜
臨
①

N醐

盾
e
〔
貯
訪
汀
鴛
詳
。
八
け
（
㌶
・
。
】
）
。
三
《
2
げ
。
ぽ
＝
o
算
窪
甲
〔
芦
雛
U
①
鼻
Ω
詞
。
話
什
聡
馨
〕
2
0
ヨ
ω
ぽ
。
｝
〕
窪
α
凶
Φ
】
窯
。
互
助
η
9
一
賄
急
鵯

岱
皇
9
・
o
＆
岸
自
2
巳
9
日
2
割
晃
2
三
繭
塁
・
o
勲
気
野
の
．
轟
α
O
）
o

　
其
更
に
我
々
は
問
題
を
再
び
元
へ
返
さ
う
。
瞬
間
的
に
三
面
的
に
経
験
さ
れ
る
庭
の
戚
昼
内

容
が
軍
に
現
實
的
な
る
も
の
、
指
標
に
過
ぎ
な
い
ε
し
て
層
も
、
術
其
要
求
を
許
す
以
上
は
，
こ
れ
を

。断

ﾜ
単
ω
畠
Φ
…
周
圃
§
σ
Q
（
算
］
盈
〆
囲
、
【
蕾
夢
簿
こ
し
て
鼠
団
簿
○
ω
ご
し
て
排
斥
し
去
ら
ん
こ
し
て
も
術
何
等
か

の
意
．
昧
に
湿
て
思
惟
の
直
立
性
を
殿
損
す
る
も
の
こ
し
て
考
へ
ら
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。
之
を
防

　
　
　
　
カ
ン
ト
に
於
け
る
認
識
客
槻
性
の
問
題
（
承
前
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ニ

〆
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響
毎
研
究
第
七
や
一
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

｝
匹

ぐ
爲
に
は
思
惟
自
ら
の
申
に
威
畳
の
要
求
ご
並
に
其
満
足
ご
を
再
出
す
る
に
足
る
創
造
性
が
附

輿
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
併
し
こ
は
如
何
に
し
て
可
能
で
あ
ら
う
か
。
試
、
．

　
一
膣
「
現
實
的
」
ご
云
ふ
こ
ご
が
我
々
の
最
初
か
ら
の
問
題
で
あ
っ
た
。
戚
畳
の
要
求
を
認
め
ね

ば
な
ら
漁
ご
云
ふ
こ
ご
も
此
「
現
實
的
」
を
如
何
に
思
惟
の
中
に
根
底
付
け
得
る
か
の
問
題
を
指
示

す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
此
一
士
心
的
扁
を
思
惟
の
中
に
根
底
付
け
る
ご
云
ふ
こ
ご
は
、
二
二
般
的
」

（
瓢
勲
ω
　
㌧
r
一
一
q
O
営
P
の
一
昌
①
　
　
　
　
　
　
σ
）
の
中
に
如
何
に
し
て
「
個
々
的
」
（
＾
ド
。
。
聖
廟
舘
回
ま
）
を
確
立
し
．
得
る
か
の
問
題
ご
同
じ

い
。
そ
こ
で
ソ
ッ
ヶ
ル
ト
の
所
謂
眞
に
個
々
的
な
も
の
こ
は
如
何
に
考
へ
得
べ
き
か
が
問
題
こ

な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
○
　
興
に
具
龍
的
な
個
々
ご
は
戴
畳
的
印
象
で
あ
ら
う
か
っ
　
そ
は
ロ
バ
切
9
く
霧
㏄
学

び
。
搾
で
あ
る
。
只
告
知
す
る
の
み
で
あ
る
。
然
ら
ば
主
思
畳
の
告
知
す
る
所
の
現
實
的
を
作
り

出
す
所
の
も
の
は
何
か
。
　
コ
ー
エ
ン
に
依
れ
ば
そ
は
量
（
9
～
♂
。
。
・
。
o
）
で
あ
る
Q
α
δ
乏
三
山
。
算
。
津
菩
〔
旨

ぴ
。
儀
。
斜
切
ぎ
山
巽
日
露
p
凶
9
旨
ω
鎚
廷
。
お
ω
巴
。
。
島
。
∩
戦
α
ω
も
。
o
．
し
∩
げ
び
。
（
8
巨
峯
①
ぴ
Φ
⇔
鑓
。
窪
ω
把
盈
。
お
も
。
9
H
凱
無
5
国
言
N
鉱
器
㎞

毒
三
智
ω
塑
奏
魯
ρ
瓜
鋤
。
，
聾
臼
0
9
．
語
の
・
優
）
剛
9
ω
・
熱
り
）
併
し
こ
れ
は
軍
な
る
9
①
包
H
簿
ご
し
て
の
量
で

あ
ら
う
か
○
ご
霧
団
h
藍
魯
δ
は
鐸
誘
を
意
味
す
る
か
。
否
そ
れ
に
止
ま
っ
て
は
な
ら
な
い
o
a
。
。

¢
濠
民
宮
募
ζ
器
に
至
ら
な
け
れ
ば
な
ら
澱
○
「
現
存
酌
」
は
微
分
實
在
迄
に
依
っ
て
其
根
底
を
得
る
。

［
前
野
的
」
が
要
求
す
る
n
個
々
的
」
は
無
限
小
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
Q
　
こ
は
零
で
は
な
い
師
無
で
は
な



1羨7

い
。
併
し
一
で
も
な
け
れ
ば
二
で
も
な
い
。
帥
常
数
で
は
な
く
て
零
を
極
限
こ
し
た
回
数
で
あ

る
。
如
何
な
．
る
小
な
る
償
を
輿
へ
て
も
省
小
ご
な
り
得
る
数
で
あ
る
。
そ
は
翻
量
で
は
あ
る
が

質
的
意
味
を
持
つ
た
量
で
あ
る
。

　
か
く
考
へ
て
論
れ
ば
カ
ン
ト
が
外
界
か
ら
輿
へ
ら
る
、
ご
素
朴
酌
に
許
容
し
た
根
本
素
材
ビ

し
て
の
戚
蝿
は
輩
な
る
審
歪
・
・
ω
夢
鶏
に
過
ぎ
す
、
純
粋
思
惟
に
劉
し
て
若
し
意
義
あ
り
こ
す
れ
ば
、

　
　
　
　
サ

そ
れ
が
只
豊
野
埋
め
指
標
た
る
慮
に
あ
る
。
し
か
も
此
要
求
も
結
局
思
惟
其
の
も
の
、
要
求
ビ

考
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
舞
ω
ご
脅
自
鮎
醇
合
算
目
。
雰
①
禅
が
か
、
る
要
求
に
論
理
的
位
置

を
與
へ
る
。
か
や
う
に
し
て
眞
に
現
實
的
な
も
の
、
眞
に
個
々
的
な
も
の
は
】
さ
誘
で
は
な
く
し
て

注
導
ま
。
ω
ぎ
巴
。
菊
＄
一
二
け
で
な
け
れ
ば
な
ら
濾
○
（
ま
凶
α
・
・
。
轟
℃
巴
、
）
そ
は
…
に
固
定
せ
ん
こ
す
れ
ば
無

に
逃
れ
多
を
作
る
も
の
で
あ
る
。
帥
そ
は
軍
な
る
団
｛
替
⑦
溶
で
な
く
カ
ン
ト
の
憂
心
の
ω
葦
夢
①
器
6
ぽ

国
俗
竃
詳
曾
ω
寓
§
忌
σ
q
盤
臨
σ
q
①
昌
で
な
け
れ
ば
な
ら
澱
．
そ
は
多
を
作
る
一
で
あ
る
。
質
的
雑
多
を
包

容
し
得
る
一
で
あ
る
。
翰
。
濠
σ
Q
仲
α
二
二
⇔
紆
困
爵
¢
露
出
（
す
乏
算
一
陣
9
μ
蚕
r
鼠
。
ω
①
姦
曲
。
・
…
α
り
ρ
登
山
…
。
国
B
℃
h
ヨ

儀
二
⇔
α
q
ぴ
o
N
｛
o
窪
v
σ
鉱
目
｛
ユ
田
3
σ
翁
魯
o
P
①
営
。
ω
9
σ
ω
け
σ
o
N
o
二
Q
Q
§
σ
q
α
Φ
ω
器
ぎ
臼
ρ
U
o
三
星
霧
・
G
σ
・
。
。
．
も
H
・
）
か
く
て
我

々
は
「
個
々
的
」
を
探
っ
て
却
っ
て
』
般
的
」
を
得
だ
。
　
（
も
∩
◎
⇒
讐
答
甑
器
国
貯
N
o
ぎ
Φ
碧
萄
の
6
簿
窪
〉
＝
σ
q
9
同
。
鑓
。
嵩

（馴

ﾐ
・
ω
・
も
も
Q
此
微
分
實
在
の
概
念
こ
そ
コ
ー
エ
ン
を
導
い
て
根
源
の
患
惟
に
至
ら
し
め
、
無
限
割

　
　
　
　
カ
ン
ト
に
於
け
る
認
識
客
槻
性
の
問
題
（
承
前
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
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哲
餓
苧
研
究
　
　
第
七
山
1
㎜
駄
耽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
山
ハ

断
の
中
に
凡
べ
て
の
認
識
の
根
底
を
置
か
し
め
た
も
の
で
は
な
い
か
。
象
磐
鍔
ゴ
お
。
蔚
・
・
。
・
這
Q
）

（
爾
カ
ン
ト
ご
コ
ー
エ
ソ
に
就
い
て
は
言
忌
あ
ら
ば
別
に
論
じ
て
見
た
い
こ
も
思
っ
て
居
る
。
）

九

　
以
上
我
々
の
論
蓮
の
目
指
す
所
は
カ
ン
ト
に
於
て
物
自
膿
の
無
漏
に
依
っ
て
興
へ
ら
れ
る
ご

見
た
認
識
素
材
こ
し
て
の
戚
豊
が
論
理
的
に
不
整
合
な
分
子
を
含
有
し
て
居
る
こ
す
る
な
ら
ば
、

こ
れ
を
如
何
に
考
へ
如
何
に
徹
底
せ
し
め
得
べ
き
か
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
其
爲
に
ソ
ッ
ヶ
μ
ト

や
コ
ー
エ
ン
の
思
想
を
粗
雑
な
が
ら
吟
示
し
て
途
に
コ
ー
エ
ン
の
微
分
二
二
の
概
念
に
迄
郵
達

し
た
の
で
あ
る
。
此
立
場
か
ら
は
最
早
や
認
識
の
質
料
は
純
粋
思
惟
に
外
的
な
も
の
こ
し
て
輿

へ
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
主
ビ
し
て
問
題
こ
し
て
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
舞
ω

O
o
⑳
o
σ
①
器
は
号
ω
》
ρ
δ
の
σ
q
。
げ
①
津
で
あ
る
。
思
惟
に
よ
っ
て
要
求
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
純
粋
思
惟

其
物
の
要
求
の
表
示
に
外
な
ら
な
い
。
之
を
約
言
す
れ
ば
、
質
料
は
形
式
の
相
読
概
念
で
あ
る
。

形
式
に
謝
癒
し
形
式
を
全
然
離
れ
た
質
料
ご
は
要
す
る
に
芝
葺
霧
ω
夢
心
に
過
ぎ
な
い
Q
ご
ご
①
≦
霧
ω
夢
の
．
け

が
ン
ぐ
筈
8
で
あ
り
切
。
〆
さ
ω
ω
露
ジ
が
乏
野
・
w
蕊
9
葺
で
あ
る
な
ら
ば
尊
君
は
切
9
菱
ω
露
圃
二
の
學
と
し

て
切
。
’
毒
錺
9
0
禅
か
ら
初
切
る
こ
ビ
は
拙
來
な
い
。
寓
㌶
o
篤
。
舞
。
誌
面
の
①
σ
q
o
回
栃
ρ
欝
o
N
霧
男
。
ヨ
ご
ω
δ
一
く
鋤
瞬
葺
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三
〇
ゴ
↓
器
…
P
8
ぎ
β
o
o
ゲ
。
・
o
ぎ
≦
〇
三
〇
～
血
路
σ
q
o
β
9
ご
ヨ
。
二
（
三
囲
3
α
9
μ
G
9
お
毒
槻
営
臼
Φ
団
○
諺
帰
σ
虫
ノ
く
色
9
0
已
し
・
圃
。

◎。

F
ぴ
簿
く
O
誘
O
ゲ
≦
剛
嵩
匹
9
・
（
白
日
α
ω
）
o
マ
〈
ソ
ッ
ケ
ル
ト
は
二
二
ふ
、
U
巽
H
包
彰
含
曽
σ
o
騰
び
雀
壱
汁
σ
⑦
創
。
⊆
審
叶
山
Φ
し
Q
7
巴
σ

p
⊆
o
プ
昌
O
o
ゲ
昌
剛
。
窪
Φ
貯
》
一
〇
σ
q
謝
9
＄
い
号
ω
N
鐸
（
す
戸
3
歴
ヨ
巴
2
ゆ
。
ω
露
出
9
α
一
窪
（
、
Φ
ω
O
o
σ
q
o
日
野
p
9
。
・
｛
μ
げ
○
ユ
μ
9
ξ
け
巴
ω

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
働

。
け
≦
器
量
2
。
。
ぼ
日
暮
甑
簿
b
。
。
○
＆
o
導
妻
『
臼
昌
δ
魁
・
。
9
Ω
ご
b
O
『
鴨
、
h
母
鮎
窃
》
δ
σ
Q
閂
8
ゲ
ρ
毎
闘
α
臼
。
ω
自
警
ま
答
き
ジ
く
。
〒

臼
σ
q
ヨ
諜
N
霞
○
①
σ
Q
g
も
。
慈
陶
乙
冑
び
。
畠
興
N
霞
団
。
鴨
錘
α
o
ω
O
o
σ
q
2
ω
婁
乙
。
。
。
⇒
σ
〇
二
田
9
毒
謄
（
U
器
国
貯
¢
無
ρ
・
。
・
ω
Q
…
ω
ω
）

　
之
を
要
す
る
に
ソ
ヅ
ヶ
ル
ト
も
コ
ー
エ
ン
も
、
カ
ン
ト
が
素
朴
的
に
外
界
に
實
在
的
ビ
し
て
立

し
だ
物
自
膿
を
否
定
す
る
ビ
共
に
、
其
鰯
登
に
よ
っ
て
生
起
す
る
と
見
ら
れ
た
戚
畳
又
臥
輿
を
、
一

は
所
與
の
範
疇
に
依
り
、
他
は
現
實
性
の
塩
断
に
よ
っ
て
、
其
論
理
的
位
置
を
根
底
付
け
ん
こ
し
た

も
の
こ
云
ひ
得
よ
う
。
之
ご
同
時
に
絶
封
的
非
合
理
性
こ
し
て
の
純
内
容
或
は
意
識
性
は
認
識

の
領
域
以
外
に
放
逐
さ
る
、
に
至
っ
た
。

　
併
し
更
に
進
ん
で
考
へ
る
な
ら
ば
如
何
に
純
内
容
こ
し
て
叉
意
識
性
と
し
て
認
識
の
領
域
に

於
て
認
容
せ
ざ
ら
む
ご
努
力
を
し
て
も
、
省
不
可
言
的
こ
し
て
或
は
要
求
の
表
示
こ
し
て
認
め
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
す
れ
ば
、
換
言
す
れ
ば
「
不
可
言
鮒
」
ご
三
二
は
ね
ば
な
ら
ぬ
ご
す
れ
ば
、
叉
「
個
々
」
ご
云

ひ
得
な
い
「
個
々
」
ご
云
は
ね
ば
な
ら
漁
ご
す
れ
ば
、
こ
れ
は
｝
堕
罪
を
語
る
も
の
で
あ
ら
う
。
個
々

の
具
騰
馬
の
戚
畳
的
内
容
、
或
は
コ
ー
エ
ン
の
所
謂
「
刺
戟
に
封
ず
る
反
嘱
し
ご
し
て
の
戚
畳
が
、
絶
醤

　
　
　
　
カ
ン
ト
に
於
け
ろ
認
識
客
魏
性
の
問
題
（
承
前
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
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哲
學
研
究
第
七
十
幅
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
入

国
の
非
合
理
性
或
は
最
も
直
擾
的
な
膿
験
ご
考
へ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
こ
は
明
に
煩
値
の
根
底
こ
し

て
許
さ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
っ
之
を
し
も
重
画
す
る
な
ら
ば
そ
は
明
に
領
値
的
順
序
ご
事
實

的
順
序
こ
の
混
合
で
あ
ら
う
、
併
し
興
に
呉
艦
的
な
意
識
作
用
は
、
果
し
て
か
く
の
如
き
心
理
學

的
の
個
々
濁
立
に
縫
験
せ
ら
れ
る
ご
見
ら
れ
た
切
れ
切
れ
の
載
畳
麟
．
事
象
の
経
験
で
あ
ら
う
か
。

心
理
導
者
の
考
へ
る
如
き
載
昼
は
却
っ
て
抽
象
的
思
惟
の
産
物
ご
言
は
ね
ば
な
る
ま
い
。
眞
に

具
腱
的
な
意
識
作
用
を
却
っ
て
意
味
の
膿
験
の
如
き
に
求
む
る
な
ら
ば
、
必
ず
し
も
作
用
を
離
れ

て
燐
肥
を
齢
せ
ね
ば
な
ら
鎗
ご
は
隈
ら
な
い
ご
思
は
れ
る
。
　
一
腱
作
用
を
離
れ
作
燭
を
超
越
し

た
償
値
を
立
す
る
ご
云
ふ
こ
ご
は
作
用
を
事
理
心
理
學
納
作
用
ご
解
す
る
か
ら
で
あ
る
。
「
個
々
」

ご
云
ひ
得
な
い
「
個
々
」
を
璽
此
青
」
［
避
難
」
の
如
き
言
葉
を
以
て
意
塾
し
得
る
が
如
く
考
へ
る
の
は

（
O
。
σ
q
2
ω
け
餌
鼠
・
。
。
・
聰
い
）
絶
艦
的
葬
合
理
性
こ
し
て
の
純
内
容
の
中
に
、
潜
か
に
載
畳
的
印
象
を
怨
び

込
ま
し
め
る
爲
で
は
あ
る
ま
い
か
。
或
は
戚
蝿
を
以
て
戚
鰯
す
る
も
の
こ
し
て
考
へ
ら
れ
た
外

界
を
告
知
す
る
ご
考
へ
る
の
は
、
こ
れ
明
に
個
人
心
理
的
の
威
畳
内
容
で
あ
る
。
之
を
意
識
性
ε

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が

し
て
思
惟
以
外
に
放
逐
せ
ん
こ
す
る
思
惟
動
機
は
正
に
「
薩
接
的
」
を
仁
恩
内
容
ご
解
す
る
の
偏
見

に
座
し
は
し
な
い
か
。
も
し
認
識
の
質
料
或
は
素
材
よ
り
如
何
な
る
意
昧
に
全
て
も
外
的
に
輿

へ
ら
れ
る
も
の
こ
云
ふ
考
を
豪
然
排
斥
す
る
な
ら
ば
、
そ
は
最
早
や
思
惟
の
限
界
ざ
し
て
何
等
の
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出
戸
昧
に
於
て
も
思
椎
の
彼
岸
に
立
せ
ら
る
べ
き
で
は
な
く
て
、
却
っ
て
思
惟
の
根
底
に
許
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
併
し
か
く
云
へ
ば
、
ご
は
｝
魯
ρ
澤
｛
ま
。
昏
磐
℃
け
か
ら
芭
並
慈
畠

ぴ
懸
け
ぎ
⇔
誉
二
三
9
津
に
移
っ
た
も
の
で
、
叉
樹
象
に
於
て
δ
勇
9
目
。
寡
簿
○
『
島
興
H
一
μ
雰
目
窪
。
同
誉
。
搾
を
見
る
の

み
で
な
く
，
巨
芭
叶
山
雲
閏
。
翫
♂
げ
一
邑
島
。
算
簿
或
は
H
昏
昏
け
〔
蕾
㎞
　
巳
乾
什
・
。
を
児
ん
こ
す
る
も
の
で
、
純
論
理

的
或
は
理
論
的
立
場
を
見
捨
て
る
も
の
ご
非
難
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
（
山
ρ
ω
　
国
一
β
O
　
O
け
O
　
も
。
・
9
3
い
）
．

併
し
、
青
」
こ
か
「
快
」
こ
か
云
ふ
言
葉
に
依
っ
て
現
は
さ
れ
る
意
味
の
外
に
、
・
貯
m
ぎ
σ
q
回
ω
9
。
ω
匿
9
日
お
3

傷
・
・
ご
嵐
・
葺
・
、
く
9
二
客
前
｝
㍉
。
§
σ
舞
ぼ
聾
巨
・
葺
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ご
す
れ
ば
一
假
合
そ

れ
は
窯
9
ヨ
¢
邑
○
。
。
。
で
あ
る
に
し
て
も
レ
純
論
理
的
封
象
ご
考
へ
ら
れ
る
も
の
、
根
底
に
も
非
論
理

的
掃
出
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
澱
の
で
は
な
い
か
。
其
か
く
考
へ
得
な
い
理
由
は
、
威
畳
的
内
容

を
直
接
的
ご
し
、
不
可
言
的
ご
見
な
さ
ん
ご
す
る
暗
黙
・
の
許
容
に
基
く
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
更

に
コ
ー
エ
ン
に
至
れ
ば
非
論
理
的
要
素
の
拒
む
こ
ε
の
毘
來
な
い
カ
を
認
め
て
居
る
ご
云
ひ
得

る
。
併
し
其
力
は
要
す
る
に
論
理
的
覧
ハ
物
に
」
内
在
す
る
も
の
ご
思
惟
す
る
。
戚
畳
の
要
求
は
精

密
に
は
思
惟
の
要
求
ご
考
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
ご
云
ふ
根
底
に
は
、
戚
畳
が
刺
戟
に
封
ず
る
反
癒

ビ
考
へ
て
居
る
か
ら
で
あ
る
。
固
よ
り
戚
畳
ホ
云
ふ
以
上
は
心
理
學
的
の
意
味
に
解
下
す
べ
き

で
あ
る
と
も
云
ひ
得
や
う
が
、
も
し
そ
う
な
ら
ば
、
メ
ッ
サ
ー
も
云
ふ
様
に
威
畳
は
所
輿
ご
逼
別
し

　
　
　
　
カ
ン
ト
に
於
け
る
認
識
客
齪
牲
の
問
麺
（
承
喬
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
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哲
學
研
究
第
七
十
一
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇

て
用
ゐ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
○
（
諺
暫
σ
q
器
ぼ
冨
⑦
ω
ω
①
び
国
学
融
び
目
覚
σ
q
騨
窪
。
国
降
。
§
9
営
び
o
o
臨
Φ
．
い
》
薮
ド

。
・
・
6
℃
）
・
か
、
る
詮
議
は
軍
な
る
文
学
上
の
孚
で
は
な
い
。
實
に
。
。
8
霞
。
冨
切
巴
2
讐
お
を
有
す

る
。
何
者
、
所
與
を
何
等
か
の
意
味
に
於
て
心
理
的
血
忌
内
容
ご
考
へ
る
こ
ε
を
暗
黙
の
中
に
許

容
す
る
な
ら
ば
、
唐
與
が
如
何
に
課
題
ご
考
へ
ら
れ
て
も
、
爾
直
接
的
が
論
理
的
の
限
界
ご
し
て
、
何

等
か
の
国
国
の
≦
馨
自
ご
考
へ
ら
る
、
に
至
ら
し
む
る
思
惟
動
機
を
形
づ
く
る
か
ら
で
あ
る
。

　
以
上
の
迂
絵
曲
折
を
経
て
我
等
は
途
に
奈
何
の
結
論
に
導
か
れ
た
の
で
あ
ら
う
。
我
等
の
見

る
所
で
は
、
最
も
直
接
的
な
る
も
の
は
、
思
惟
に
面
立
し
て
、
思
惟
が
打
勝
行
く
べ
き
毛
窪
自
で
は
な

い
。
　
却
っ
て
思
惟
の
根
底
に
存
し
、
思
惟
の
創
造
性
を
保
謹
す
る
所
の
當
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
○
論
理
的
其
者
を
自
己
の
中
に
立
し
、
直
に
之
に
罫
す
る
内
容
と
し
て
、
或
は
質
料
ご
し
て
自

己
を
現
は
す
燐
の
も
の
で
あ
る
。
形
式
ご
云
ひ
質
料
ご
云
ふ
も
、
結
局
は
か
、
る
具
心
的
普
遍
者

の
爾
面
性
の
表
示
に
外
な
ら
な
い
。
見
方
の
差
異
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
具
濡
話
普
遍
者
ご

は
郎
カ
ン
ト
の
雑
多
の
綜
合
的
統
一
ビ
し
て
の
田
面
に
外
な
ら
ぬ
。
そ
は
多
を
作
b
出
す
所
の

…
で
あ
る
。
最
も
普
遍
的
で
あ
る
ご
共
に
最
も
個
々
的
で
あ
り
、
最
も
具
膿
的
で
あ
・
る
ご
共
に
最

も
抽
象
的
で
あ
る
ご
も
云
へ
や
う
。
其
普
遍
の
相
に
部
七
て
云
へ
ば
即
二
値
、
個
々
相
に
即
し
て

見
れ
ば
即
直
接
長
瀞
じ
て
砿
三
師
融
一
無
碍
、
最
も
具
髄
的
な
る
直
接
的
實
在
の
眞
相
で
あ
る
。



ぺ
川
グ
ソ
ン
の
云
ふ
機
に
一
々
の
要
素
が
全
膿
を
代
表
し
、
し
か
も
互
に
滲
透
融
合
せ
る
も
の
、
實

に
｝
に
し
て
多
、
多
に
し
て
｝
、
自
我
の
眞
に
生
け
る
姿
深
き
我
の
濁
自
の
眞
面
旨
で
あ
る
Q

　
カ
ン
ト
の
先
験
的
自
我
を
か
一
の
如
く
解
す
る
こ
ご
は
、
古
き
形
而
上
學
へ
の
復
綿
を
意
味
す

る
ご
思
は
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
然
し
乍
ら
カ
ン
ト
の
立
し
た
質
料
ご
し
て
の
母
宮
を
其
論
理

酌
破
綻
よ
り
防
護
し
、
眞
に
先
験
的
自
我
の
自
心
性
、
創
造
性
を
徹
底
せ
し
む
る
鴬
に
は
、
そ
し
て
外

よ
り
内
に
物
よ
）
我
に
観
じ
た
カ
ン
ト
の
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
轄
局
を
其
最
も
深
き
思
惟
動
機
に

於
て
く
。
目
塗
ξ
①
β
せ
ん
が
爲
に
は
、
か
く
解
す
る
よ
う
外
は
あ
る
ま
い
ご
思
は
れ
る
。
そ
は
右
き
形

而
上
學
へ
の
復
繍
を
意
味
せ
ず
、
新
し
き
形
而
上
學
へ
の
躍
進
を
意
施
す
る
。

　
以
上
の
論
述
に
依
っ
て
略
認
識
の
質
料
は
如
何
な
る
意
味
に
於
て
共
先
天
性
を
主
張
し
得
る

か
の
当
擦
を
明
ご
し
得
た
積
り
で
あ
る
が
、
我
々
は
更
に
進
ん
で
他
の
先
天
的
要
素
に
就
き
て
も

等
し
く
か
、
る
論
究
の
歩
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
へ
未
完
）
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カ
ン
ト
に
於
け
る
認
識
箸
襯
性
の
問
題
（
承
前
）

一
＝


